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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社は、経営理念に基づき、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するため、事業特性や当社を取り巻く環境等を踏まえ、透
明・公正かつ迅速・的確な意思決定を行い、適切に業務執行できるよう以下の基本方針に従ってコーポレート・ガバナンスの充実に努めます。

（１）株主の権利を尊重し株主の実質的な平等性を確保するとともに、権利行使を適切に行うための環境の整備に努めます。

（２）すべてのステークホルダーとの適切な協働に努めます。

（３）法令に基づく開示はもとより、法令に基づく開示以外の情報提供にも主体的に取り組み、透明性の確保に努めます。

（４）取締役会及び監査等委員会は、（i）企業戦略等の大きな方向性の明示、（ii）経営陣幹部による適切なリスクテイクを支える環境整備、（iii）経
営陣（執行役員を含む）・取締役に対する実効性の高い監督等、それぞれの役割・責務を適切に果たすよう努めます。

（５）持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するよう、株主との間で建設的な対話を行うよう努めます。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

【原則２－４．女性の活躍促進を含む社内の多様性の確保】

（補充原則２－４－１）

＜多様性の確保についての考え方＞

（１）女性の管理職への登用

現在、全従業員の約8.2％（101名）が女性社員であり、そのうち管理職は3名と、少数にとどまっています。現状においては、女性社員の職位の分
布に偏りがあるため、コンスタントに一定の割合等で女性社員の管理職への登用を行うことが困難な状況にあります

そのため、女性の管理職への登用についての測定可能な目標は設定していませんが、将来の管理職候補となる女性社員の採用の拡充を進めて
います。

（２）外国人の管理職への登用

営業職で外国人の管理職も1名活躍しております。外国人であることを理由に採用基準及び評価に差を設けておらず、国籍を問わず求める経験
やスキルを有する人材を採用・評価しております。

当社の従業員の人数規模、事業展開を行う上での必要性等に鑑み、外国人の管理職への登用（その前提としての採用等を含む）については、定
量的な目標は定めずに、ケース・バイ・ケースで柔軟に対応していくことが適切と考えております。

（３）中途採用者の管理職への登用

積極的に中途採用者を受け入れており、当社での活躍実績が多くあります。前職の経験を加味して当社での職位を決定するため、管理職への登
用において、新卒入社の社員等との差はありません。

また、当社の規模では、転職市場の動向やその時々の要員計画に応じ中途採用者の数を柔軟に調整する必要があるため、定量的な目標は定め
ておりません。

＜多様性の確保の状況＞

（１）女性の管理職への登用

女性部長職1名、課長職2名が活躍しております。

（２）外国人の管理職への登用

外国人社員のうち1名を課長職として登用しております。

（３）中途採用者の管理職への登用

当社の管理職社員104名中47名が中途採用者です。

＜多様性の確保に向けた人材育成方針、社内環境整備方針、その状況＞

当社は、人材こそが事業の成長と競争力を支える源泉であるとの認識のもと、人的資本の強化・拡充を図るべく、「職場の労働安全衛生改善」、
「多様性と包摂性」、「働きやすい職場環境の整備」、「人材育成」、「人材採用」などのテーマについて取組を進めています。多様な個性を持つ従業
員一人ひとりが自らの能力向上に積極的に取り組み、当事者意識を持って自律的・能動的に行動し、失敗を恐れずチャレンジすることが、企業の
活力を生み、事業の成長につながるとの考えのもと、人材の計画的育成を図るべく各種プログラムを運用しています。また、魅力ある職場環境を
実現するため、福利厚生の充実や人事諸施策の見直しを都度行っています。

詳細については当社ウェブサイトに掲載しております統合報告書2024年度版（https://www.toho-titanium.co.jp/csr/library/）の43～44頁をご参照
ください。



【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則１－３．資本政策の基本的な方針】

当社の資本政策の基本的な方針は以下のとおりです。

当社は、持続的成長と中長期的な企業価値の向上を実現するため、成長戦略への投資と種々のリスク対応を考慮した株主資本の水準を保持す
ることを資本政策の基本とします。このため当社は、経営指標や財務指標の目標値を設定し、健全な財務基盤の構築を目指します。また、利益配
分に関しては、「業績を反映した株主還元」を基本として、経営基盤強化に向けた内部留保の必要性と安定配当の維持にも意を払いつつ決定しま
す。さらに、増資に際しては、既存株主を不当に害することのないように行います。

【原則１－４．政策保有株式】

当社は、政策保有株式を保有しておりません。

【原則１－７．関連当事者間の取引】

当社は、取締役の競業取引、利益相反のおそれがある当社と取締役間の取引については、事前に取締役会において審議し承認を得ています。

親会社グループとの取引については、当社の独立性確保の観点から、その取引条件等について独立社外取締役全員で組織するグループ会社間
利益相反監督委員会において包括的に審議・検討を行った上で、取締役会に報告しております。また、一定の重要な取引については、事前に取
締役会において審議し承認を得ることとしています。

【原則２－６．企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮】

企業年金がアセットオーナーとして期待される機能を発揮できるよう、企業年金担当者への教育等によりその資質の向上を図るとともに、所管の
管理部門責任者が年金資産の運用状況を定期的にモニタリングすることを通じて、年金資産の運用の適正化を図っています。

【原則３－１．情報開示の充実】

（i）当社は、経営理念、経営戦略、経営計画等について、当社ウェブサイト（https://www.toho-titanium.co.jp/）、株主総会、決算説明会等で開示し
ています。

（ii）当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針は、本報告書の「コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び
資本構成、企業属性その他の基本情報」の1.に記載のとおりです。

（iii）取締役及び経営陣幹部の報酬は、適切なインセンティブ付与につながる一部業績連動型報酬制度を基本とし、独立社外取締役を主な構成員
とする「人事・報酬等諮問委員会」にて検討したうえで、取締役会にて決定しています。

（iv）経営陣幹部の選任と取締役候補者の指名は、企画、営業、製造、技術、ＩＴ、財務、会計、法務、経営など各分野において豊富な知識と経験を
有し、当社の中長期的な企業価値の向上のために的確な助言及び判断ができるなど、それぞれの役割・責務を十分に果たし得る人材を候補者と
することを方針とし、取締役会にて決定しています。経営陣幹部の選任と取締役候補者の指名においては、取締役会決議の前に独立社外取締役
を主な構成員とする「人事・報酬等諮問委員会」にて検討を行っています。

経営陣幹部の解任については、経営陣幹部がその役割・責務を十分に果たしていないと認められる場合、独立社外取締役を主な構成員とする
「人事・報酬等諮問委員会」にて検討のうえ、取締役会にて決議し、株主総会に付議することとしています。

（v）経営陣幹部の選任と取締役候補者の指名の理由並びに経営陣幹部の解任の理由は、定時株主総会招集通知参考書類等にて開示します。

（補充原則３－１－３）

＜サステナビリティについての取組み ＞

当社は、サステナビリティを巡る取組みについての基本的な方針を以下のとおり策定しています。

東邦チタニウムグループは、「経営理念」に基づいて、E（環境）、S（社会）、G（ガバナンス）の視点で、事業活動を通して、自社とステークホルダー
を取り巻く重要な諸課題の解決に取り組み、社会の持続的な発展に貢献し、長期的な企業価値の向上を目指します。

マテリアリティの特定及び具体的な取り組みについては、当社ウェブサイトに掲載しております統合報告書2024年度版（https://www.toho-titanium.
co.jp/csr/library/）の31頁以降をご参照ください。

＜人的資本、知的財産への投資等＞

・当社は、人材こそが事業の成長と競争力を支える源泉であるとの認識のもと、人的資本の強化・拡充を図るべく、「職場の労働安全衛生改善」、
「多様性と包摂性」、「働きやすい職場環境の整備」、「人材育成」、「人材採用」などのテーマについて取組を進めています。多様な個性を持つ従業
員一人ひとりが自らの能力向上に積極的に取り組み、当事者意識を持って自律的・能動的に行動し、失敗を恐れずチャレンジすることが、企業の
活力を生み、事業の成長につながるとの考えのもと、人材の計画的育成を図るべく各種プログラムを運用しています。また、魅力ある職場環境を
実現するため、福利厚生の充実や人事諸施策の見直しを都度行っています。

詳細は当社ウェブサイトに掲載しております統合報告書2024年度版（https://www.toho-titanium.co.jp/csr/library/）の43～44頁をご参照ください。

・知的財産への投資については、知的財産を重要な経営資産として捉えて、事業部門、開発部門、及び知的財産部が一体となって、事業戦略に
沿った知的財産戦略の実施、開発成果の広くて強い特許権としての早期権利化、保有特許権の有効活用により、企業価値の向上に努めていま
す。今後は、特に、持続可能な社会の実現に貢献する技術や材料に関する特許網構築と活用をこれまで以上に進めて行きます。

＜TCFDの枠組みに基づく開示＞

当社は、TCFDが推奨する「ガバナンス」、「戦略」、「リスク管理」、「指標と目標」に関する情報開示並びにシナリオ分析及びその開示を行っており
ます。詳細は当社ウェブサイト（https://www.toho-titanium.co.jp/csr/environment/）をご参照ください。

【原則４－１．取締役会の役割・責務】

（補充原則４－１－１）

当社は、経営組織における責任体制の明確化及び業務執行の迅速化を目的として、執行役員制を採用しています。取締役会は、会社の持続的
な成長と中長期的な企業価値の向上に向けて、企業戦略その他会社の重要事項の決定を行うとともに、取締役の業務執行の監督を行う役割・責
務を果たすとの観点から、法令・定款上、取締役会が決定すべきとされている事項及びその他社内規則で取締役会に付議することが定められて
いる事項以外の決定については、執行役員に権限移譲するとともに、取締役会は、執行役員の業務執行状況の監督を行っています。

【原則４－９．独立社外取締役の独立性判断基準及び資質】

当社は、東京証券取引所が定める独立性基準に従って独立性の判断を行い、人選に当たっては、企画、営業、製造、技術、ＩＴ、財務、会計、法
務、経営など各専門分野において豊富な経験を有し、優れた人格と見識を持ち、当社の企業価値の向上に貢献し得る人材であることを基準として
独立社外取締役を選任しています。

【原則４－10．任意の仕組みの活用】

（補充原則４－10－１）



＜委員会構成の独立性に関する考え方・権限・役割等＞

当社は、経営陣幹部の人事、取締役候補者の指名、経営陣幹部・取締役の報酬及び取締役会全体の評価、その他重要事項に関して検討を行う
「人事・報酬等諮問委員会」を設置しております。同委員会は、取締役会の審議に先立ち前記の事項についてジェンダー等の多様性やスキルの観
点を含めて検討を行い、その結果を取締役会に報告することで、取締役会の統治機能の充実を図る役割を担っております。同委員会は独立社外
取締役の全員を含む取締役により構成し、かつ、構成員の過半数を独立社外取締役としています。

【原則４－11．取締役会・監査等委員会の実効性確保のための前提条件】

（補充原則４－11－１）

当社取締役9名のうち、独立社外取締役は4名です。取締役候補者は、以下の要件を満たす者より選定することとし、独立社外取締役を主な構成
員とする「人事・報酬等諮問委員会」にて検討し、取締役会で決定しています。

（１）取締役の役割・責務を十分に果たし得る者

（２）企画、営業、製造、技術、ＩＴ、財務、会計、法務、経営など各分野において豊富な知識と経験を有する者

（３）当社の経営を的確、公正かつ効率的に遂行することができる知識及び経験を有する者

（４）社会的信用を有する者

（５）当社の中長期的な企業価値の向上のために的確な助言及び判断のできる者

なお、当社取締役のスキル・マトリックスは、当該報告書の最終頁に記載しております。

（補充原則４－11－２）

当社は、取締役の他の上場会社との役員の兼任状況について、毎年、事業報告の中で開示しています。

（補充原則４－11－３）

（1）概要

当社は、各取締役に対して取締役会の運営等に関する評価や意見についてアンケートを実施し、取締役会において取締役会全体の実効性につ
いて分析・評価を行い、今後の取締役会の運営等の改善に活用することとしております。

（2）評価方法

2024年度は、2025年2月に各取締役にアンケートを配布、自己評価を実施しました。分析・評価結果は「人事・報酬等諮問委員会」において検討し
た上で、取締役会の実効性について評価を実施しました。なお、アンケートは匿名性を確保した状態で行われており、評価項目毎に4段階で評価
を行ったほか、各項目に自由記載欄を設けて行いました。

（3）項目

1.取締役会の使命・役割・責務

2.取締役会及び関連する機関の設計・構成・運用

3.取締役(会)の資質と知見の確保・充実

4.取締役会における審議の充実

5.株主との関係・対話

6.株主以外のステークホルダーへの対応

（4）課題・対応策

各取締役のアンケート結果を基に取締役会全体の実効性評価を実施したところ、現状、当社取締役会としては、少数株主の利益保護を担保する
体制となっているほか、各取締役が活発で建設的な議論を通じ実効性向上に寄与していることを特に強みと認識しており、実効性は概ね確保され
ていると評価しております。さらなる実効性の向上のために認識した課題は下記のとおりです。

1.経営上重要と思われるリスク要因の継続的な情報提供

2.審議充実化のための情報共有体制の強化

これらの結果を踏まえ、今後は、経営上重要と思われるリスク要因について、取締役に対する普段からの継続的な情報提供を充実させること、資
料の事前送付の早期化を図ること等を含め、取締役会のさらなる実効性の向上を目指して継続的な改善を行って参ります。

（5）PDCA

昨年のアンケート結果を受け、資料の事前共有や、重要な経営判断にかかるリスク情報の開示など、取締役会の審議の充実化を通じたさらなる
実効性確保については、社外取締役が執行部門の経営会議にオブザーバー参加することなどで、業務執行状況の監督を行いました。

【原則４－14．取締役のトレーニング】

（補充原則４－14－２）

当社は、取締役がその役割と責務を理解し、これらを果たすため、以下の方針によりトレーニングを実施しています。

①社外取締役が新たに就任する場合、取締役会での審議の活性化を図るため、当社事業内容（事業計画・戦略、財務、組織等）及び事業課題の
説明（工場視察を含む）、経営陣幹部との対話など、当社事業内容を理解する機会を提供する。また、必要に応じて、これを継続的に更新する機
会を設ける。

②新任取締役の就任に際し、その役割と法的責任を含む責務についての外部セミナー等への参加など研修を実施する。就任後も必要に応じて研
修を継続する。

③上記のための費用は当社の負担とする。

【原則５－１．株主との建設的な対話に関する方針】

当社の株主との建設的な対話を促進するための体制整備・取組みに関する方針は以下のとおりです。

（１）当社は、株主からの対話等の申込みに対しては、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するよう、合理的な範囲で前向きに
対応する。株主との面談を行う場合、株主の希望と主な関心事項も踏まえた上で、合理的な範囲で、経営陣幹部または社外取締役を含む取締役
が面談に臨むことを基本とする。

（２）当社は、社長をトップとして、経営企画部長をＩＲ担当責任者としてＩＲ活動を実施する。ＩＲ担当は経理部門、総務部門及びその他関連部署と連
携し、正確かつタイムリーな情報開示に努める。

（３）具体的な株主等との対話等として、定時株主総会、決算説明会、個人株主からの問合せ対応、機関投資家取材対応等に取り組む。上記対話
等における株主等からの意見については、取締役会において報告し、必要に応じて対応を検討・実施する。

（４）経営戦略に関する未公表情報はもとより、四半期毎の決算発表前においては、決算期日から決算発表日まではサイレント期間とし、またイン
サイダー取引防止に関する社内規則に従い未公表の決算や見通し数値などのインサイダー情報の取扱いに留意する。

（５）株主総会及び年２回開催の決算説明会では、当社社長及び関係取締役が会社の状況及び経営戦略等の説明を行う。また、個人株主や機関
投資家との対話については、経営企画部長がＩＲ窓口として対応することを基本とする。

（６）当社は、半期毎に株主名簿等により株主構成を確認し、ＩＲ活動に活用する。



【資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応】

記載内容 取組みの開示（アップデート）

英文開示の有無 有り

アップデート日付 2025年5月14日

該当項目に関する説明

当社の資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた現状分析、資本効率の向上に向けた取組みは、当社ホームページ「長期ビジョン・中期
経営計画」（https://www.toho-titanium.co.jp/ir/medlong-term/）に掲載しております。

なお、株価を意識した対応として、2024年度期末配当より剰余金の配当等の決定に関する方針を変更（https://ssl4.eir-parts.net/doc/5727/ir_mat
erial_for_fiscal_ym/179137/00.pdf※17頁参照）したほか、中長期的な業績を意識した役員報酬制度の導入を決定し（https://ssl4.eir-parts.net/doc
/5727/tdnet/2616312/00.pdf）、2025年6月開催の定時株主総会において承認されました。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%以上20%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

ＪＸ金属株式会社 35,859,400 50.38

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,287,000 6.02

日本製鉄株式会社 3,500,000 4.92

ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ ＣＯ．（ＡＶＦＣ） ＲＥ ＮＴ ＭＥＬ ＡＵＳＴＲＡＬＩＡＮ ＴＲＥＡＴＹ ＬＥＮＤＩＮＧ ＣＬＩ

ＥＮＴＳ ＡＣＣＯＵＮＴ
639,100 0.90

ＢＯＦＡＳ ＩＮＣ ＳＥＧＲＥＧＡＴＩＯＮ ＡＣＣＯＵＮＴ 614,464 0.86

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 598,400 0.84

野村證券株式会社 569,936 0.80

ＢＮＹＭ ＳＡ／ＮＶ ＦＯＲ ＢＮＹＭ ＦＯＲ ＢＮＹＭ ＧＣＭ ＣＬＩＥＮＴ ＡＣＣＴＳ Ｍ ＩＬＭ ＦＥ 331,031 0.47

ＪＰモルガン証券株式会社 312,032 0.44

ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＯＭＰＡＮＹ ５０５００１ 286,899 0.40

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 ＪＸ金属株式会社　（上場：東京）　（コード）　5016

補足説明

これまで当社の親会社であったＥＮＥＯＳホールディングス株式会社は、当社の直接の親会社であるＪＸ金属株式会社の上場（2025年3月19日）に
伴い、同社が保有するＪＸ金属株式の一部売出し等によって、当社の親会社に該当しないこととなりました。

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 プライム

決算期 3 月

業種 非鉄金属

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上



直前事業年度における（連結）売上高 100億円以上1000億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

親会社グループとの関係については、当社の自主性・独立性を確保したうえで、当社にとってのメリット等を考慮し、適宜連携・協力しあうことを基
本とし、取引の可否、条件等は、都度協議・交渉を行ったうえで決定することとしております。

親会社グループとの重要な取引については、当社の独立性確保の観点から、その取引条件等について、独立社外取締役全員で組織するグルー
プ会社間利益相反監督委員会において包括的に審議・検討を行った上で、取締役会に報告することとしています。直近では2025年6月に委員会を
開催し、委員全員の出席のもと、24年度の親会社グループとの取引実績のうち一定金額以上のものについて審議し、利益相反により妥当性が疑
われる取引は見当たらない旨を確認のうえ、その旨取締役会へ報告いたしました。

また、一定の重要な取引については、事前に取締役会において審議し承認を得ることとしています。

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

親会社グループとの取引等に関する基本方針は、上記4に記載のとおりです。当社は親会社であるJX金属株式会社との間で、高純度チタン等の
高品質材料の販売の他、各種金属の溶解加工の受託等を行っております。また、技術開発、新規事業開発等の分野において、グループシナジー
の創出を目指した各種コラボレーションに取り組んでおります。

なお、親会社グループとの取引額（24年度実績）は以下のとおり小規模なものとなっております。　

　売上高…連結売上高の5％未満

　営業外収入…連結営業外収入の1％未満

　営業外費用…連結営業外費用の1％未満　　　　　ほか

加えて、親会社グループと当社の間に競合関係は存在せず、今後発生する見込みもないことから、利益相反の可能性は低いと判断しております。
親会社グループとの取引に際しては、都度協議・交渉を行ったうえで、他の取引先と比較して当社にとって不利益ではない条件で取引することとし
ており、重要な取引については、上記4に記載のとおりグループ会社間利益相反監督委員会における審議、検討や、取締役会による承認を得るこ
とで、少数株主の保護は図られていると考えております。

JX金属株式会社は、当社を含むグループ会社の自主性を尊重し、総合力発揮によりグループ全体の発展を図るという方針を有しており、当社と
の間でも相互に協力する関係を築いております。当社は独自の判断で事業運営を行っており、親会社グループとの間に、当社の事業上の制約と
なるような契約はありません。

Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査等委員会設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 16 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 9 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 4 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

4 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

井窪　保彦 弁護士

大藏　公治 他の会社の出身者 △



原田　直巳 他の会社の出身者 △

小林　昭夫 公認会計士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
監査等
委員

独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

井窪　保彦 　 ○ ―――

井窪氏は、弁護士として長年企業法務の各分
野に携わっており、豊富な専門的知識と経験を
有しております。

同氏は、2015年6月に当社の社外取締役に就
任し、その知識・経験を活かした法的リスク管
理その他の法務的な視点などからの意見、助
言は、当社の重要事項の決定における客観性
の確保及び妥当性の一層の向上に資しており
ます。

なお、同氏と当社との間には、取引関係その他
の特別な関係はありません。

大藏　公治 　 ○

大藏氏は、当社の原料鉱石等の仕入先で
ある三井物産株式会社に勤務しておりま
したが、2015年に同社を退職いたしまし
た。当社の同社からの仕入額は年間30億
円（2025年3月期実績）であります。

大藏氏は、三井物産株式会社において、米国
法人の副社長、金属事業部門の部長を歴任
し、また同社が出資する資源投資会社の経営
に携わるなど、金属事業分野及び企業経営に
関する豊富な経験と実績を有しております。

同氏は、2019年6月に当社の社外取締役に就
任し、その知識や海外経験も踏まえた事業上
の視点からの意見、助言は、当社の重要事項
の決定における客観性の確保及び妥当性の一
層の向上に資しております。

なお、同氏と当社との間には、取引関係その他
の特別な関係はありません。

原田　直巳 ○ ○

原田氏は、当社の主要借入先である株式
会社みずほ銀行及びその前身である株式
会社日本興業銀行に勤務しておりました
が、2012年に退職いたしました。当社は20
25年3月31日現在で株式会社みずほ銀行
から74億円の借入があります。

原田氏は、日本及び欧州において幅広い金融
業務の経験を有するとともに、銀行の海外現地
法人及び外資系金融機関で最高経営責任者
及び非業務執行取締役を、また、日本の事業
会社で常務取締役を務めるなど、企業経営に
関する豊富な経験を有しております。

同氏は、2021年6月に当社の監査等委員であ
る社外取締役に就任し、これらの知識・経験に
基づき、業務執行から独立した客観的な立場
から経営陣に対する実効性の高い監督を実施
しております。

なお、同氏と当社との間には、取引関係その他
の特別な関係はありません。



小林　昭夫 ○ ○ ―――

小林氏は、長年にわたり大手監査法人におい
て監査業務に携わるとともに、企業再編、内部
統制構築、コーポレートガバナンス等に関する
アドバイザリー業務にも従事した経験があり、
会計、財務、監査、内部統制、コーポレートガ
バナンス等の分野における豊富な知識・経験を
有しております。また、同氏は、企業再編やそ
れらに関連する証券市場での取引、ディスク
ロージャー等に関する実務にも精通しておりま
す。こうした知識・経験を有する同氏が監査等
委員である取締役として加わることは、当社の
監査等委員会及び取締役会の機能の一層の
充実・強化に資すると判断いたしました。

なお、同氏と当社との間には、取引関係その他
の特別な関係はありません。

【監査等委員会】

委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名）
社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

委員長（議長）

監査等委員会 3 1 1 2 社内取締役

監査等委員会の職務を補助すべき取締
役及び使用人の有無

なし

現在の体制を採用している理由

現在、監査等委員会をサポートする専任のスタッフは配置しておりませんが、総務人事部が必要に応じて補助業務を行うほか、当社の経営陣及
び内部監査担当部署が監査等委員会ときめ細かな連絡を行うことにより、当社の現状に関する情報提供を行っております。

監査等委員会の職務を補助する使用人の体制は、監査等委員会の意見を踏まえて決定いたします。監査等委員会の職務を補助する専任の使
用人を置く場合、当該使用人の評価、異動等の人事処遇は、常勤の監査等委員との事前の協議を経て、これを決定いたします。補助使用人の職
務については、監査等委員でない取締役からの独立性を確保するとともに、監査等委員会の指示の実効性を確保するための必要な措置を講じる
ことといたします。

監査等委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査等委員会と会計監査人とは、定期的に連絡会を開催し、監査体制、監査計画及び監査実施結果等について報告及び意見交換を行います。

監査等委員会と内部監査部門とは、定期的及び必要に応じ随時、打合せを開催し、監査方針、監査計画、監査留意事項等について意見交換を
行います。それぞれの監査結果については、相互に連絡・報告を行います。また、必要に応じて、共同で監査を行います。

【任意の委員会】

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員
（名）

社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

社外有識者
（名）

その他（名）
委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

人事・報酬等諮問委
員会

6 0 2 4 0 0
社内取
締役



報酬委員会に相当
する任意の委員会

人事・報酬等諮問委
員会

6 0 2 4 0 0
社内取
締役

補足説明

取締役・経営陣幹部の人事（ＣＥＯの選解任を含みます）及び報酬に関する事項、取締役会の実効性に関する評価等について審議し、取締役会
に答申することを目的としております。

独立社外取締役の全員並びに代表取締役及び代表取締役が指名するその他の取締役をもって構成し、年2回以上開催しております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 4 名

その他独立役員に関する事項

当社は、独立役員の資格を充たす社外役員を全て独立役員に指定しております。

当社は、社外取締役・監査等委員として千崎滋子氏を選任し、独立役員に指定しておりましたが、同氏が2025年8月18日に逝去されたため、本報
告書提出日現在では、社外取締役・監査等委員は2名となっております。なお、法令・定款の定める監査役の員数は満たしております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

取締役賞与は、事業年度ごとに、当該事業年度中に在任した取締役に対して、連結業績（連結経常利益）に応じて事業年度終了後に一括して支
給いたします。その算定方法の詳細は、人事・報酬等諮問委員会において事前に審議の上、その答申に基づき取締役会にて決定するものとして
います。ただし、代表取締役社長は、取締役会の委任に基づき一定の割合の範囲内で業務執行取締役の個人別の賞与の額を増減することがで
きるものとしています。

また、2025年6月開催の定時株主総会において譲渡制限付株式を交付する株式報酬制度の導入を決議いたしました。その詳細は後記「報酬の額
又はその算定方法の決定方針の開示内容」の「4.株式報酬の内容及び額の決定に関する方針（報酬等を与える時期又は条件の決定に関する方
針を含む。）」をご参照ください。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

2025年3月期に係る当社の取締役及び監査役に対する役員報酬等は、以下のとおりであります。

（１）報酬

取締役（監査等委員を除く）　6名　94百万円（うち社外取締役 2名 12百万円）

監査等委員である取締役　4名　36百万円（うち社外取締役3名　16百万円）



（２）賞与

取締役（監査等委員を除く）　4名　36百万円（社外取締役への賞与の支払いはなし）

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

1.基本方針

　取締役の報酬は、各人の職責、当社の業績等に応じた適正な水準とすることを基本とし、固定報酬である基本報酬及び企業価値向上に向けた
インセンティブとしての業績連動報酬、並びに株主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的とした非金銭報酬である株式報酬をもって構成
する。ただし、業務を執行しない取締役の報酬は、その職務に鑑み、基本報酬のみとする。

　取締役の報酬の体系及び具体的内容は、独立社外取締役を主な構成員とする人事・報酬等諮問委員会において事前に審議の上、その答申に
基づき取締役会において決定する。

2.基本報酬の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与える時期又は条件の決定に関する方針を含む。）

　取締役の基本報酬は、月例の固定報酬（金銭報酬）とし、求められる能力及び責任を総合的に勘案して役職ごとの具体的金額を取締役会にお
いて定める。ただし、業務を執行しない取締役の基本報酬の金額は、一般水準等を考慮の上、代表取締役社長が取締役会の委任に基づき決定
する。

3.業績連動報酬等の内容及び額の決定に関する方針（報酬等を与える時期又は条件の決定に関する方針を含む。）

　取締役（業務を執行しない取締役を除く。）の業績連動報酬として、各事業年度の当社の連結業績に連動する賞与（金銭報酬）を事業年度終了
後に一括して支給する。

　取締役の賞与の算定方法等の詳細は、人事・報酬等諮問委員会において事前に審議の上、その答申に基づき取締役会において定める。ただ
し、代表取締役社長は、後記６に記載のとおり、取締役会の委任に基づき一定の割合の範囲内で個人別の賞与の額を増減することができる。

　なお、業績連動報酬が過大とならないよう、取締役の賞与には上限を設定する。

4.株式報酬の内容及び額の決定に関する方針（報酬等を与える時期又は条件の決定に関する方針を含む。）

　企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的とし、取締役（業務を執行
しない取締役を除く。）に対し、原則として退任時に譲渡制限を解除する、業績に連動しない譲渡制限付株式を、毎年一定の時期に付与する。

　当社は株主総会において金銭報酬と別枠で承認を得た報酬上限額の範囲内において、取締役会決議に基づき、取締役（業務を執行しない取締
役を除く。）を対象に金銭報酬債権を支給し、支給を受けた取締役は当該金銭報酬債権の全部を現物出資の方法で給付することにより株式の割
当てを受けるものとし、支給する金銭報酬債権は各人の役位や職責を踏まえて決定する。

　なお、譲渡制限付株式の払込金額は、その発行又は処分に係る当社取締役会決議の日の前営業日における東京証券取引所における当社普
通株式の終値（同日に取引が成立していない場合は、それに先立つ直近取引日の終値）を基礎として、当該譲渡制限付株式を引き受ける取締役
に特に有利な金額とならない範囲で取締役会において決定する。

5.金銭報酬の額、業績連動報酬等の額、及び株式報酬の取締役の個人別の報酬等の額に対する割合の決定に関する方針

　取締役の種類別の報酬等の割合については、役位や職責等を踏まえて決定する。

6.取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

　代表取締役社長は、取締役会の委任に基づき、取締役会が決定した算定方法により算定された取締役の個人別の賞与の額について、対象者
全員に対する総支給額を増加させることなく、取締役会が定めた一定の割合の範囲内で各取締役の業務執行に係る成果に応じて金額を増減す
ることができる。ただし、取締役の株式報酬の個人別の割当数については人事・報酬等諮問委員会の答申を尊重して、取締役会の決議により定
める。

【社外取締役のサポート体制】

現在、社外取締役をサポートする専任のスタッフは配置しておりませんが、総務人事部が必要に応じ補助業務を行うほか、当社の担当取締役が
社外取締役ときめ細かな連絡を行うことにより、当社の現状に関する情報提供を行っております。また、重要議案の取締役会付議に当たっては、
事前に個別説明を行っております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（１）業務執行

経営組織における責任体制の明確化及び業務執行の迅速化を目的として、執行役員制を採用しております。

取締役会は、当社及び当社グループに関する重要な事項の意思決定を行うほか、経営方針、戦略、計画の策定を担当します（2024年度は13回開
催）。社外取締役からは、取締役会において専門的知識を活かした意見、助言を頂いております。執行役員は、取締役会から業務の委嘱を受け、
権限委譲された範囲の業務の執行に関し責任を負います。

経営層の意思疎通を密にするため、執行役員、常勤の監査等委員である取締役及び社長が指名するその他の者で構成する執行役員会を開催
し、重要な意思決定や業務に関する報告、連絡、調整等を行っております（2024年度は23回開催）。

以上の体制のもと、会社の現状と事業環境に即応した機動的な意思決定と業務執行を行っております。

（２）監督



業務執行のうち、一定の重要事項については、事前に取締役会若しくは執行役員会の承認又は社長その他の決裁権者の決裁を経ることとしてお
り、その具体的基準は社内規程で定めております。

また、執行役員会において、定期的に、全社及び部門別の収支見通し、全社及び部門別の月次決算、各部門の課題進捗状況を報告しており、こ
れにより業務執行状況をきめ細かく監督しております。

取締役会においては、定期的に、業務・業績の概況報告を行っております。

（３）監査

ア監査等委員会による監査

会社法に基づき、取締役の職務執行及び会計・計算書類の監査を行っております。監査においては、コンプライアンス及び内部統制に関する事項
の整備、運用状況を中心に、予防監査に重点を置いております。

監査は、年間の監査計画に基づき、取締役会その他重要な会議への出席、稟議書その他業務執行に関する重要な書類の閲覧並びに業務ヒアリ
ング、往査、その他の方法による調査により行っております。

監査の過程において必要あると認めたときは、都度、改善指導を行っております。また、業務ヒアリングの結果に基づき、監査調書を作成し、代表
取締役社長及び被監査部門の担当執行役員に提出しております。年間の監査結果に基づき、監査等委員会で審議のうえ、監査報告書を取りまと
め、代表取締役社長に提出しております（2024年度は監査等委員会を16回開催。）。

イ会計監査人監査

会社法及び金融商品取引法に基づき、計算書類、連結計算書類、有価証券報告書、半期報告書の監査を行っております。

当社の会計監査人は、EY新日本有限責任監査法人であります。

ウ内部監査

経営の合理化、効率化及び業務の適正な遂行を図ることを目的に、当社の内部監査規則に基づき実施しております。

担当部署は、主として監査部であり、必要に応じ同部以外の者が臨時監査担当者として協力しております。

監査は、年間の監査計画に基づき、実地監査若しくは書面監査又はこれらの併用により行っております。

監査結果は、取締役会、代表取締役社長及び監査等委員会に報告するとともに、改善要望事項等がある場合には被監査部門に通知し、その改
善実施の状況を報告させております。

以上の体制のもと、経営に対する実効的監査を行っております。

（４）指名

経営陣幹部の選任と取締役候補者の指名は、企画、営業、製造、技術、ＩＴ、財務、会計、法務、経営など各分野において豊富な知識と経験を有
し、当社の中長期的な企業価値の向上のために的確な助言及び判断ができるなど、それぞれの役割・責務を十分に果たし得る人材を候補者とす
ることを方針とし、取締役会にて決定しております。経営陣幹部の選任と取締役候補者の指名については、取締役会決議の前に独立社外取締役
を主な構成員とする「人事・報酬等諮問委員会」にて検討を行っております。

（５）報酬

取締役の報酬について、当社は、定款の定めに従って、株主総会にてその報酬総額の限度額を決議しております。取締役の個人別の報酬等の
内容に係る決定方針については、独立社外取締役を主な構成員とする人事・報酬等諮問委員会において事前に審議の上、取締役会において決
議しております。当該方針では各人の職責、当社の業績等に応じた適正な水準とすることを基本とし、固定報酬である基本報酬及び企業価値向
上に向けたインセンティブとしての業績連動報酬、並びに株主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的とした非金銭報酬である株式報酬を
もって取締役の報酬を構成しております。※株式報酬は2025年6月開催の定時株主総会決議により導入

（６）責任限定契約

非業務執行取締役の全員と賠償責任限度額を法令の定める最低責任限度額とする責任限定契約を締結しております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

上記「現状のコーポレート・ガバナンスの体制」に記載のとおりです。

Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送 2025年の定時株主総会の招集通知は2025年5月30日に発送いたしました。

集中日を回避した株主総会の設定 2025年の定時株主総会は2025年6月19日に開催いたしました。

電磁的方法による議決権の行使 電磁的方法による議決権行使を採用しております。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

議決権電子行使プラットフォームへ参加しております。

招集通知（要約）の英文での提供 招集通知を英訳し、東京証券取引所及び当社のウェブサイトにて公開しております。

２．ＩＲに関する活動状況



補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表 当社ウェブサイトにてディスクロージャーポリシーを公開しております。

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

年度決算及び第２四半期決算の説明会をそれぞれ開催しております。 あり

IR資料のホームページ掲載 財務諸表、決算短信、プレスリリース等を掲載しております。

IRに関する部署（担当者）の設置
IR担当部署：経営企画部

IR担当役員：経営企画部管掌役員

その他

業績情報だけでなく、経営方針や経営戦略、事業環境、経営課題などを積極
的かつ明瞭に開示するように努めております。また、アナリスト説明会等で使
用した資料は、当社ウェブサイト上で公開するなど、公平な情報開示に努めて
おります。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

東邦チタニウムグループの「企業倫理規範」において、顧客、株主、従業員、地域社会等幅
広いステークホルダーの立場を尊重し、法令遵守はもとより社会規範・企業倫理に則って
誠実に行動すべき旨を規定しております。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施
地域社会への貢献活動として、工場見学会を通じた学校の教育・研修活動への支援や
サッカー部の活動等を通じた地元少年スポーツへの支援、定期的な地域清掃などを行って
おります。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

事業活動に関する情報を積極的かつ公正に開示することにより、経営の透明性を高めて、
幅広いステークホルダーとのコミュニケーションを図ることを方針としております。

その他
従業員に対しては、能力に応じた男女同一処遇を徹底しており、女性も技術系職種、事務
系職種それぞれの第一線で活躍しています。

Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

【基本的な考え方】

１．取締役、執行役員及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

（１）当社グループは、業務の執行に当たり、国内及び海外の関連法令、社内の規程、通達等を遵守し、公正で健全な事業活動を行う。

（２）（１）を徹底するため、当社グループの「企業倫理規範」を取締役、執行役員及び使用人に周知し、同規範に基づく継続的な教育・研修を通じ、
法令の遵守と公正な事業運営に万全を期す。

（３）内部監査担当部署は、毎年、内部監査規則及び内部監査計画に基づき、当社グループの法令・社内規程の遵守状況を含む監査を実施し、そ
の結果を社長及び監査等委員会に報告するとともに、改善を要する事項等がある場合には当該部門に指示する。

（４）社長の下に企業倫理推進責任者及び企業倫理推進委員会を設置する。企業倫理推進委員会では、倫理法令遵守に関するグループ方針の
策定や遵守状況のチェックなどのほか、当社グループの全体的な対応を必要とする事項などに関する検討を行う。

（５）財務報告の信頼性を確保するための内部統制体制を整備するとともに、毎年、その有効性を評価し、必要な是正を行う。

（６）取締役会の適正な運営を図るため、取締役会規則を制定する。取締役会は、同規則に基づき、十分な審議を経て、当社グループの経営方
針・戦略・計画、その他重要な事項を審議・決定するとともに、取締役から適切に職務の執行状況につき報告を受ける。取締役は、この報告を適
切に行う。また、社外取締役が取締役会に出席して審議に加わることにより、重要事項の決定における客観性の確保及び妥当性の一層の向上を
図る。

（７）法令違反行為の早期発見及び早期是正を図るとともに、法令違反行為の通報者を適切に保護するために、弁護士とも連携した内部通報制度
（コンプライアンスホットライン制度）を整備・運用する。

（８）反社会的勢力とは一切の関係を遮断し、不当な要求に対しては断固たる態度で臨む。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

（１）職務の執行に係る請議書、議事録等の文書その他の情報については、法令及び社内規程に従い、適切に作成、保存及び管理（廃棄を含
む。）を行う。

（２）営業秘密（技術情報、販売情報等）の管理、重要な内部情報の管理及び個人情報を適切に取り扱うための規程類を整備・運用する。また、従
業員に対して、その遵守を徹底する。

（３）会社法等の法令及び証券取引所の規則を遵守し、会社情報の適時、適切な開示を行う。



３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

（１）事業の継続的な発展のためには、事業運営に伴う損失の危険（リスク）を適切に把握・管理し、損害の発生・拡大を防止する体制の確立が不
可欠である。

（２）この認識の下、リスク管理規程を制定してリスク管理基本方針を定め、取締役会の下にリスク管理委員会を設置する。リスク管理委員会では
当社グループ全体のリスク管理の方針・方向性、各リスクテーマ共通の仕組みの検討、協議・承認等を行う。

（３）当社グループにおいては以下の事項を継続的に実施し、リスクの管理に万全を期す。

①　各業務におけるリスクの認識と重要度の評価

②　リスクの予防策、発生時の対応策の策定（マニュアル化）並びにその見直し

③　教育・訓練の徹底

④　以上の実施状況の確認とフォロー

（４）経営に重大な影響を及ぼす地震、重大事故等が発生した場合に備え、情報を適切に伝達・管理し、損害の発生・拡大を防止するための体制
及び規程類を整備・運用する。

（５）事業計画の策定や設備投資計画の立案に当たっては、事業運営や投資に伴うリスクを適切に把握・評価し、必要に応じその回避または軽減
のための対応策を織り込む。

４．取締役、執行役員及び使用人の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

（１）当社及び子会社は、それぞれの社内規程において組織、業務分掌、決裁権限等を定め、効率的に業務を遂行する。

（２）当社は、経営組織における責任体制の明確化及び業務執行の迅速化を目的として、執行役員制を採用する。執行役員は、取締役会又は社
長から業務の委嘱を受け、権限委譲された範囲の業務の執行に関し責任を負う。

（３）当社は、経営層の意思疎通を密にするため、執行役員、常勤監査等委員及び社長が指名するその他の者で構成する執行役員会を設置し、
重要な意思決定や業務に関する報告、連絡、調整等を行う。

（４）かかる体制のもと、会社の現状と事業環境に即応した機動的な意思決定と業務執行を行う。

５．企業集団における業務の適正を確保するための体制

（１）内部統制システムの構築に当たっては、子会社を含めた「東邦チタニウムグループ」として取り組むことを基本とする。

（２）子会社の事業運営については、グループ経営会議等を通じグループの方針の伝達・徹底を図るとともに、当社が子会社の予算、事業計画等
を承認し、実施状況のモニタリングを実施する。

（３）子会社の業績・事業概況について、執行役員会等の場で定期的に報告を受ける。

（４）子会社における一定の重要事項については、事前に当社の社内規程に基づく決裁を経てから実施することとする。

（５）親会社の企業集団においては、当社は独立の上場会社であり、内部統制システムの構築については独立して取り組むことを基本とする。但
し、親会社とは、適宜、情報交換及び連携を図るものとする。

６．監査等委員会の監査等が実効的に行われることを確保するための体制

（１）監査等委員会が定めた監査基準及び監査計画を尊重し、監査の円滑な遂行及び監査環境の整備に協力する。

（２) 監査等委員会の職務を補助する使用人の体制は、監査等委員会の意見を踏まえて決定する。監査等委員会の職務を補助する専任の使用

人を置く場合、当該使用人の評価、異動等の人事処遇は、常勤の監査等委員との事前の協議を経て、これを決定する。補助使用人の職務につい
ては、監査等委員でない取締役からの独立性を確保するとともに、監査等委員会の指示の実効性を確保するための必要な措置を講じる。

（３）監査等委員及び補助使用人が必要な執行役員会等の重要な会議に出席し、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握できるように
必要な措置を講ずるほか、監査等委員会の求める事項について、適切な報告が行われるよう体制を整備・運用する。

(４) 当社及び子会社の取締役、執行役員、従業員及び監査役は、当社又は子会社において、重大な法令・定款違反若しくはそのおそれが生じた

とき、又は不正行為の事実若しくは会社に著しい損害を与えるおそれのある事実等を発見したときは、直ちに監査等委員会に報告する。

（５) 監査等委員会へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないようにするために、こうした取扱いを禁止する旨を関

係する規程類に明記するなど、必要な体制を整備・運用する。

（６）社長その他の経営陣は、監査等委員会と随時会合をもち、当社グループの経営課題等について意見交換を行う。

（７）内部監査・内部統制担当部署は、内部監査の状況及び内部通報制度の運用状況について、監査等委員会に定期的に及び必要の都度報告
し、監査等委員会と緊密な連携を保つ。

（８）監査等委員及び補助使用人の職務の執行に係る費用又は債務については、会社法の規定(第399条の2第4項)により、監査等委員の請求に
基づき、当社が適切にこれを負担する。

【整備状況】

１．取締役、執行役員及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・当社グループの法令遵守等に関する行動基準を規定した「企業倫理規範」を社内イントラネットに掲載し、役員・従業員への周知を図っていま
す。また、同規範に基づき、役員をはじめとする階層別教育を実施しています。

・監査部は、内部監査規則及び内部監査計画に基づき、当社グループの法令・社内規程の遵守状況を含む監査を実施し、その結果を社長及び監
査等委員会に随時報告するとともに、取締役会には年２回包括報告し、改善を要する事項等がある場合には当該部門に指示しています。

・企業倫理推進委員会を年2回開催し、倫理法令遵守状況の報告等を行っています。

・金融商品取引法上の財務報告に係る内部統制の有効性評価を実施しています。

・取締役会規則に基づき、社外取締役出席のもと、2025年3月期は13回の取締役会を開催し、重要な事項を決定するとともに、取締役から定期的
に職務の執行状況の報告を受けています。

・法令違反等の通報窓口として、社内の他、社外として弁護士を窓口とした部門横断的な内部通報制度と「職制上のレポートラインにおける内部
通報」を導入しており、その運用状況を企業倫理推進委員会、取締役会において報告しています。

・「東邦チタニウムグループ反社会的勢力対応基本規程」に基づき、反社会的勢力との関係遮断のため取引先調査及び契約上の措置等を実施し
ています。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

・請議書、取締役会議事録等の文書については、法令及び「文書取扱規則」に従い、適切に作成、保存及び管理（廃棄を含む。）を行っています。

・「機密情報管理規則」、「内部情報管理規則」、「個人情報取扱規則」等の規則に基づき、営業秘密、重要な内部情報及び個人情報の保護を行っ
ています。

・法令及び証券取引所の規則に従い、会社情報の適時、適切な開示を行っています。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・リスク管理を適切に行うため、「リスク管理規程」を制定してリスク管理基本方針を定め、リスク管理委員会を設置しています。リスク管理委員会
は年4回開催し、当社グループ全体のリスク管理の方針・方向性の協議・承認等を行うとともに、リスク管理の実施状況の確認とフォローを行って
います。

・緊急事態が発生した場合に備え、「危機・緊急事態対応規程」を定めており、特に地震や重大事故発生時に備えた各マニュアルを策定していま
す。また、災害後の復旧手順等を定めたＢＣＰを策定しています。

・デリバティブ取引に関して、「為替予約管理規則」等を制定し、管理しています。

・事業計画の策定や設備投資計画の立案に当たり、事業運営や投資に伴うリスクへの対応策を織り込むようにしています。

４．取締役、執行役員及び使用人の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制



・当社及び子会社は、効率的な業務遂行のため、「決裁権限基準表」、「職制」等の規程を定めています。

・当社は、経営組織における責任体制の明確化及び業務執行の迅速化を目的として、執行役員制を採用しています。

・当社は、経営層の意思疎通を密にするため、執行役員、常勤監査等委員及び社長が指名するその他の者で構成する執行役員会を設置し、重
要な意思決定や業務に関する報告、連絡、調整等を行っています。

５．企業集団における業務の適正を確保するための体制

・子会社の事業運営については、年２回開催するグループ経営会議において方針の示達及び意識統一を図っています。

・子会社の予算、事業計画その他一定の重要事項については、事前に当社の決裁権限基準表に基づく決裁を行っています。

・子会社の業績・事業概況について、執行役員会等の場で定期的に報告を受けています。

・親会社とは別に独自に内部統制システムを構築しています。

・親会社と、適宜、情報交換を行い、連携を図っています。

６．監査等委員会の監査等が実効的に行われることを確保するための体制

・各部門、各箇所は、監査等委員会監査に協力的に応じています。

・総務担当、秘書担当等の使用人が適宜監査等委員会を補助しており、監査等委員会の職務補助のための専任の使用人は置いていません。

・常勤監査等委員は執行役員会、業務報告会等に出席し、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握しています。

・当社及び子会社の取締役、執行役員、従業員及び監査役は、職務の執行状況を定期的に監査等委員会に報告しています。また、法令・定款違
反又はそのおそれが生じたときは速やかに監査等委員会に報告することとしています。

・内部通報制度において、会社に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを規定しており、監査等委員会への報
告もこれに準じて取り扱うこととしています。

・社長その他の経営陣は監査等委員会との会合をもち、当社グループの経営課題等について意見交換を行うほか、会合の中で監査等委員会が
求める事項について報告を行っています。

・監査部は、内部監査の状況及び内部通報制度の運用状況について、監査等委員会に報告しています。

・当社は、監査等委員会の職務の執行に係る費用又は債務について、監査等委員の請求に基づき、適切にこれを負担しています。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

反社会的勢力に対しては、その圧力に屈することなく毅然とした態度で臨み、不当な取引・要求には一切応じないことを基本方針とし、東邦チタニ
ウムグループ企業倫理規範の行動基準においてその旨を規定しております。

上記基本方針を受け、社内規程で反社会的勢力への対応の概要を定めるとともに、取引先については反社会的勢力該非調査等を随時行ってお
ります。

Ⅴその他

１．買収への対応方針の導入の有無

買収への対応方針の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

適時開示体制の概要

１．重要な意思決定

重要な意思決定（子会社・関連会社に係る重要な意思決定を含む）に関しては、「決裁権限基準」等の社内規程で定めるところにより、取締役会、
執行役員会の決議等の手続きを経ることとしております。

２．重要な発生事実の把握

重要な発生事実（子会社・関連会社に係る重要な発生事実を含む）に関する情報は、原則として担当部門から情報取扱責任部署である経営企画
部企画グループに集約し、同部を通じ取締役会、執行役員会等へ報告することとしております。

３．決定事実及び発生事実の開示

以上の手続きの過程で適時開示が必要と判断された重要事実に係る情報は、東京証券取引所規則等に従い速やかに開示することを徹底してお
ります。

開示の要否並びに具体的時期、方法及び内容は、情報取扱責任者である経営企画部管掌役員が一次的に判断の上、社長が最終的な決定を
行っております。なお、開示の要否は、法令、東証規則等に従って判断しておりますが、開示が義務付けられていない事実についても、投資家の
投資判断に重要な影響を及ぼすものについては、積極的に開示するように努めております。

４．決算情報の開示

決算に関する情報は、経営企画部経理グループが資料を作成し、取締役会の承認を経て、開示を行っております。

業績見通しについては、取締役会及び執行役員会において随時見直しを行い、公表した従前の予想値と比較して大きな差異が見込まれる場合
は、速やかに公表することとしております。

５．その他

開示は、社長の承認を得た上で、情報取扱責任者である経営企画部管掌役員又はその指名する者が行います。経営企画部企画グループは、情
報取扱責任者の指示により、開示文案の作成等の実務を行います。



 



 

 

適時開示手続きの業務フロー 

 

 

 

              （決定事実）         （発生事実）                 （決算情報） 

  

 

                     付議                 報告（注１）                  付議 

 

                     承認                 確認                          承認 

 

 

                                                 

 

                                                開示の時期、方法等の承認  開示の指示 

 

 

                                                開示 

 

                                                             

 

（注１）緊急を要する発生事実に関する情報は、社長の判断により、取締役会への報告の

前に開示することができる。 

 

（注２）執行役員会： 

執行役員、常勤の監査等委員である取締役及び社長が指名するその他の者で構成。

会社の重要事項に関する審議及び社長への意見具申並びに業務執行に関する報告、連

絡、調整を目的とする。 

 

社内各部門・各子会社 

取締役会、執行役員会（注２） 

 

情報取扱責任者（経営企画部管掌役員） 

経営企画部経理グループ 

社  長 

情報取扱責任者（経営企画部管掌役員） 

東京証券取引所 

 

開示の時期、方法等の起案 



【当社取締役のスキル・マトリックス】 
 

 性別 
企業経営 
経営戦略 

マーケティ
ン グ 

営業 

製造・技術 
・研究開発 

サステナビ
リ テ ィ 
リスクマネ
ジ メ ン ト 

内部統制 
ガバナンス 

人事・労務 
・人材開発 

法務 
コンプライ
ア ン ス 

財務会計 
税務 

IT・デジタ
ル 

グローバル
経 験 

山尾 康二 男性 ○   ○ ○   ○  ○ 

堀川 松秀 男性   ○ ○     ○  

井ノ川 朗 男性 ○   ○ ○ ○ ○   ○ 

飯田 一彦 男性 ○  ○      ○ ○ 

井窪 保彦 男性    ○ ○  ○    

大藏 公治 男性 ○ ○  ○      ○ 

足立 倫明 男性   ○ ○   ○   ○ 

原田 直巳 男性 ○ ○  ○ ○   ○ ○ ○ 

小林 昭夫 男性    ○ ○   ○  ○ 

 

以上 


